
「斗・為・巾って何？」　　　　

むかし、おことの糸には一つ一つ名前があったそうです。

今のように、一、二、三．．．と呼ぶようになってからも十一、十二、十三番目の糸

にはむかしのよび方を使いつづけています。一つ一つの糸の名前と意味を調べて

みたので今とくらべてみてくださいね♪

今の言い方 元の名前

一 仁
　ジン

思いやりと

二 智
　  チ

ちえを持って

三 礼
　レイ

相手をそんけいして

四 義
    ギ

正しい道を守って

五 信
　シン

やくそくを守って

六 文
　ブン

書物を学び

七 武
    ブ

強く生きれば

八 斐
　　ヒ

その行動によって

九 闌
　ラン

み力のあるかしこい人となり

十 商
ショウ

音楽にはげめば

斗 斗
　　ト

人として大きくなり

為 為
　　イ

目ひょうをたっせいできる

巾 巾
　キン

どんどんりっぱな人となっていく
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